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本日の内容 
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１．はじめに 
  ・生産性革命プロジェクトと道路交通分野について 
  ・ＩＴＳ（高度道路交通システム）のあゆみ 
  ・ＥＴＣ２．０について 
 
２．ビッグデータを活用した道路交通マネジメント 
 
３．自動運転 

 



国土交通省生産性革命プロジェクト 
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 平成２８年を「生産性革命元年」として具体的取組を開始 
 平成３０年までに３１のプロジェクトを選定 
 平成３０年は生産性革命「深化の年」 
 道路交通分野に関連がある主なものは６プロジェクト 

 

㉓ビッグデータを活用した交通安全対策 
㉕クルマのＩＣＴ革命 
㉘官民連携データ活用によるモビリティサービスの強化 

①ピンポイント渋滞対策 
②高速道路を賢く使う料金制度 

⑯道路の物流イノベーション 



道路交通分野に関連がある主なプロジェクト① 
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①ピンポイント渋滞対策 
  ○東名高速大和トンネル付近において、上り坂・サグ部等の対策を実施中。 

  ○東名阪（鈴鹿ＩＣ～四日市ＩＣ間）の暫定3車線運用（H29.7)により、渋滞が緩和。 

②高速道路を賢く使う料金制度 
  ○新たな料金の導入により、ネットワーク整備と相まって、都心通過から外側 

   の環状道路に交通が転換し、首都高速道路全体で通過交通は約１割減。 

  ○東名～東北道間は８割以上が圏央道の利用を選択するなど、圏央道の利用 

   が促進。 

⑯道路の物流イノベーション 
  ○ダブル連結トラックによる省人化について、将来の自動隊列走行も見据えて 

   実験実施中 

  ○特大トラック輸送の機動性強化を図るため、特殊車両許可の迅速化に向け、 

   電子化による自動審査を強化 



道路交通分野に関連がある主なプロジェクト② 
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㉓ビッグデータを活用した交通安全対策 
  ○ビッグデータを活用して、生活道路における速度超過や急ブレーキ発生等の 

   潜在的な危険箇所を特定し、効果的な対策を実施 

㉕クルマのＩＣＴ革命  ～ 自動運転×社会実装 ～  

  ○自動運転の早期実現に向けて、国際基準等のルール整備や社会実験・シス 

   テムの実証等の取り組みを実施   

㉘官民連携データ活用によるモビリティサービスの強化 
  ～ ＥＴＣ２．０のオープン化 ～ 

  ○バス・トラックの生産性向上をはじめ民間での新たな交通サービスの創出を 

   促進するため、ETC2.0データの官民連携による活用に本格的に着手 

  ○道路ネットワーク全体の情報収集を充実し、人や自転車等を含めた新たな 

   調査体系や共通情報基盤を構築し、地域のモビリティサービスを強化 



ＩＴＳ（高度道路交通システム）とは 
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情報通信技術を活用し、人と道路と車両を一体のシステムとし
て構築することで、快適で安全な道路交通の実現を目指す。 

 

人 

道路 車両 
情報通信 
技術 

（道路交通の課題） 
– 渋滞 時間損失：年間約50億時
間 

– 交通事故 事故約50万件、 死
者約3.9千人（2016年） 

– 環境 ＣＯ２排出量：17.4%は運
輸部門からの排出（2015年） 



我が国におけるＩＴＳの９つの分野 
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これまでのＩＴＳの研究開発 
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国総研の貢献

・1984年 RACS研究
・1986年官民共同研究

・1994年 ETC共同研究
・1996年 ETC実証実験

・1989年 ARTS研究
・1996年 AHS研究組合設立
・2005年官民共同研究

・ITS：高度道路交通システム

・VICS：道路交通情報通信システム

・ETC：自動料金収受システム

・RACS：路車間情報システム

・ARTS：次世代道路交通システム

・AHS：走行支援道路システムETC実証実験（1996年） スマートウェイデモ（2006年）

国
総
研
で
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ＥＴＣ２．０の概要 
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 道路（路側機）と車両（車載器）が双方向通信することにより、 
 ・ 多様なサービスを提供－従来よりも拡大された情報提供サービス －安全運転支援サービス 

 ・ ETC2.0車載器に蓄積された「走行履歴」「挙動履歴」を収集 



新しいETC2.0セットアップ台数 
３１９万台（3.5％） H30.9 

自動車保有台数 
8,174万台 H29.8 

従来のETCセットアップ台数 
6,009万台（73.5％） H29.10 

高速道路上 
 約1,700箇所 

直轄国道上 
 約2,000箇所 

■車載器 

■路側機 

19,164  

502,009  

1,700,337  

2,714,983  

3,191,975  

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

H27.4 H28.4 H29.4 H30.4 H30.9

ETC2.0車載器普及台数の推移 

（台） 

参考：ITSサービス高度化機構HP
（http://www.go-etc.jp/fukyu/index.html） 

ＥＴＣ２．０の普及状況 



ビッグデータを活用した 
道路交通マネジメント 
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ETC2.0プローブデータの活用 
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 ETC２．０プローブデータの特徴と利活用 



ETC2.0プローブデータの活用例 
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個別車両のデータによる渋滞ポイントの把握 
 従来の交通量測定技術（トラカン等）では正確な渋滞ポイントの把握は困難 
 空間的に連続したETC2.0の速度データによりボトルネック位置を特定 
 渋滞末尾の延伸状況など、渋滞ポイントの詳細な交通状況も把握 



ETC2.0プローブデータの活用例 
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進行方向別の分析による右折車滞留状況の把握 
【つくば市内 春日1丁目西交差点の渋滞状況】 
・交差点の通過車両の地点速度を右折と直進に分けて分析 



ビッグデータを活用した幹線道路の交通安全対策 
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ETC2.0の加速度データより潜在的事故危険個所を抽出 

 H29年の幹線道路事故危険箇所指定に、ETC2.0データ等を活用
（約460箇所の潜在的危険箇所を抽出） 

 国交省の生産性革命プロジェクト「ビッグデータを活用した交通安
全対策」として、地整、自治体等の交通安全対策検討に活用 



ビッグデータを活用した生活道路の交通安全対策 
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☓：交通事故発生地点

使用ﾃﾞー ﾀ）ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞー ﾀ：H27.4～7交通事故ﾃﾞｰﾀ（静岡県警HPより）：H26.1～12

［これまで］

分析エリア

幹線道路
ゾーン30

■事故発生箇所に対する対症療法型対策

☓：急減速発生地点
☓：交通事故発生地点

30 km/h超過割合
40 %未満
60 %未満
80 %未満
80 %以上

急ブレーキ、30km/h超過
が連続している区間

ビッグデータ
の分析

［今後］
■速度超過、急ﾌﾞﾚｰｷ多発、抜け道等の急所を事前に特定

 ビッグデータを活用して、生活道路における速度超過箇所や急ブ
レーキ箇所等の急所を事前に特定し、効果的な速度低減策を実施 



ETC2.0プローブデータの活用例 
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国道54号広島城南交差点の交通安全対策事例 
 ・ETC2.0プローブデータを活用してPDCAサイクルにより分析結果を対策に反映 



道路の物流イノベーション 
 （車両運行管理支援サービス） 
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 国土交通省では物流などの民間事業者がETC2.0を用いた自社のトラックなど

の位置情報やブレーキ等の情報をリアルタイムに把握し、運行管理や安全管
理に活用できるサービスの導入を目指している。 

 国総研では車両運行支援サービスの実現に向けて、2015年から物流事業者等
の民間事業者と協力して社会実験を実施した。 

 2018年度から車両運行管理支援サービスが本格運用される。 



観光交通イノベーション 
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自動運転 
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0% 

100% 
自動化 

【例】自動で止まる 
   （自動ブレーキ） 

前のクルマに付いて走る
（ACC） 

車線からはみ出さない 
（LKAS） 

*1 富士重工業（株）ホームページ *2 日産自動車（株）ホームページ *3 本田技研工業（株）ホームページ 
*4 トヨタ自動車（株）ホームページ  *5 Volvo Car Corp.ホームページ *6 CNET JAPANホームページ  

*1 *2 *3 
レベル１ 

レベル２ 

○完全自動走行 
 
 
○無人自動走行 
  遠隔型または専用空間における無人自動走行 
  移動サービス  

 

*6 

技術レベル 
高度 

レベル４ 

ACC： Adaptive Cruise Control 
LKAS: Lane Keep Assist System 運転者がすべて 

レベル３ 

○システムの高度化 
 
 *5 

ド
ラ
イ
バ
ー
責
任 

シ
ス
テ
ム
責
任 

官民ITS構想・ロードマップ2016による 

加速・操舵・制動のいずれかの操作をシステムが行う状態 

加速・操舵・制動を全てシステムが行い、システム
が要請したときのみドライバーが対応する状態 

加速・操舵・制動を全てシステムが行い、 
ドライバーが全く関与しない状態 

○単独型 

○システムの複合化（レベル１の組み合わせ） 
【例】車線を維持しながら前のクルマに付いて走る（LKAS+ACC） 

○システムの複合化（高機能化） 
   【例】 高速道路での自動走行モード機能 
  ①遅いクルマがいれば自動で追い越す 
  ②高速道路の分合流を自動で行う 

*4 

自動運転のレベル分け 



 
 
 

自動走行技術の開発状況 
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官民 ITS 構想・ロードマップ 2016 （平成 28 年5月高度情報通信
ネットワーク社会推進戦略本部決定）を踏まえ作成（※１） 



中山間地域における道の駅を拠点とした自動運転サービス 

中山間地域 

 「道の超高齢化等が進行する中山間地域において、人流・物流を確保するため、  
「道の駅」を拠点とした自動運転サービスを路車連携で社会実験・実装する。 



中山間地域における道の駅を拠点とした自動運転サービス 
（自動運転実証試験） 

 H29年度は全国１３カ所で地域実験協議会を設置し、約１週間の実証試験を実施 
 H30年度からは1～2ヶ月間にわたる長期の実証実験を実施中 



 道の駅「にしかた」 自動運転サービス実験開始式（H29.9.2） 



高速道路の合流部等での情報提供による自動運転の支援 

[自動運転に問題が生じるケースの例] 

＜自動運転車への情報提供のイメージ（合流部の例）＞ 

ケース 課   題 

合流部 
インターチェンジで合流する際に、本線上の交通状況がわからないた
め、安全で円滑な合流ができない 

事故車両等 事故車両等を直前でしか発見できず、自動で車線変更する余裕がない 

本線の交通状況の情報
を道路側から情報提供 本線への進入の速度やタイミングを

自動で調整し、安全に合流 

情報提供用アンテナ 

自動運転車 



協調ITS共同研究の概要 

・第１期共同研究 「次世代の協調ITS開発に関する共同研究」 
 ◇平成24年9月～平成25年12月 
 ◇民間企業１４者と国総研で研究を実施 

（自動車メーカ３社、電機メーカ７社、コンサルタント１社、通信事業者１社、道路会社２社） 
 

・第２期共同研究 「次世代の協調ITSのシステム開発に関する共同研究」 
 ◇平成27年4月～平成29年3月 
 ◇民間企業１６者と国総研で研究を実施 

（自動車メーカ３社、電機メーカ６社、地図メーカ１社、コンサルタント１社、財団法人３社、道路会社２社） 

(例)自動車のセンサ・カメラ等から道路状況を把握 

車載センサで道路
の変異を把握 

道路管理者へ通報 車単独による検知範囲 

車から見えない範囲 

(例)見えない範囲の情報を路側から提供 

カーブ先渋滞
追突注意 

 協調ITS実現のためには、関係する自動車メーカや電機メーカ、道路管理者等による技
術的な議論が必要であり、国総研において民間参加者を公募して共同研究を実施した。 

 協調ITSとは、自動車と道路インフラが情報を通信し、補完・連携することで、自動運
転などの安全で円滑な交通サービスの実現や道路管理の効率化を目指すシステム。 



ご清聴、ありがとうございました。 
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